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    米国E-Book価格戦争小史(1)：背景と本質
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世界の最大手出版社(B5)とアマゾンとの第2次価格戦争は、前者の勝利で終わったはずだった。しかし、最近この勝者に近い筋から聞こえてくるのは、出来ることなら6年前に戻りたいという話だ。なぜ「こんな」ことになったのか。それによって「どんな」ことが起きるのか。検討する前に、これまでの背景と経緯を整理しておきたい。

背景：忘れられた当事者(著者と読者)の登場

E-Bookの価格は、E-Bookの登場以来つねに問題になってきた。それが一業界のメーカーと小売の抗争で終わらない意味を持つのは、印刷本の価格をめぐる版元と流通との（18-20世紀をまたぐ）闘いの歴史の延長であり、また米英と欧州・日本で異なる安定状態にあった、版元と書店との関係の破綻と再構築を意味したからである。異なる状態とは、英米における大規模書店チェーンの登場と出版社の複合メディア企業への吸収であり、欧日における定価販売制（ただし日本のみ返本可）のことだ。

この安定は、国境のないインターネット空間で、個々の消費者を相手に流通ビジネスを行うアマゾンの登場で終わりを告げた。データとロジスティクスという、途方もない設備投資を前提とするビジネスモデルとプロジェクトを20年前に構想し、実現したこの企業の衝撃は、規模で対抗できた大規模書店とは次元が違っていた。これまで紙の上で有限であった世界は、デジタルでは事実上無限となるためである。ストアだけでなく商品までデジタルであるE-Bookにおいてアマゾンの力が最大となることは明らかだった。

アマゾンは「消費者」と「読者」を知り、アプローチすることが出来る。つまり、相手に合わせてフォーカスを変え、コンテクストを変えるという商売の基本を、巨大かつ効率的に実践した史上初の企業だ。最大の武器は消費者であり、消費者の満足を得るためのサービスだ。E-Bookという市場を創造したアマゾンは、ここで伝統的なアプローチである販売力を背景にした卸値の引下げと利益の最大化という定石を採らず、著者と消費者を当事者として巻き込むという、前代未聞の戦略を発動させた。



閉鎖系内での解決から開放系での合意形成へ

「価格」はその新しいビジネス的、社会的コンテクストの中で問題になった。それにより、史上初めて、価格形成において出版社・印刷会社・卸業者・小売業者で構成された出版という閉鎖系の外の当事者を含めた合意形成が必要となったものである。アマゾンの意図は明確ではないが、出版の社会性を考えた場合、これ以上適切なプロセスは思いつかない。デジタルのパラダイムは、ビジネスの基本要素である商品、小売、物流、決済に広がっているが、アマゾンは紙とデジタルの出版商品をすべて扱っており、2010年までに印刷本・教科書・古書でもすでに最大級の書店としての座を確立していた。

著者と消費者という、業界外の当事者の利益や意見が問題とされたことはほとんどなく、各国メディアがもっぱら(大)出版社とアマゾンの抗争として紹介してきたことで、これと表裏一体の関係にある自主出版の急速な拡大が見えにくくなり、解決を遅らせてきたばかりでなく、デジタルへの「平和的移行」を困難にした、と筆者は考えてきた。これは米国において顕著となったが、欧州や日本でも出版界の事情は本質的には変わっていない（結果は大違いだが）。違いはただ、政府の出版業界の競争制限行為を許容しているかどうか、ということで、日欧はそれによりE-Bookに一種の"デジタル・サーチャージ”を課すことで普及を阻害することが可能であっただけに過ぎない。  ◆ (鎌田、03/08/2016)


著者の独立はいかにして可能になったか (3) ♥
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「データ・ガイ」インタビューの最終回。大出版社の没落と自主出版の台頭という伝統的出版人が見たくなかった事実がようやく認知されようとしている。しかし、彼はそれ以上に重要なことに目を向けさせようとしている。市場のかたちは読者が決めていく。これがグーテンベルク以来の革命の意味である。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

著者による選択と流動化が始まった



伝統出版による出版データ改革の挫折



出版のかたちは出版人ではなく、読者が決める


価格戦争の意外な結末：勝者の後悔?
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米国の出版界はE-Bookをめぐって二分している。現状認識から情報源まで共有していないのだから深刻だが、その中で両派から等しく信頼されるマイク・シャツキン氏が最近のコラムで、価格問題に関するこれまでの見方を撤回することを表明した。いわゆるエージェンシー価格が出版社にとって最悪である、ということを認めたのだ。

「あの日に帰りたい」

シャツキン氏は、二代にわたるニューヨークの伝統的出版人で、誠実な姿勢と長年の経験に裏づけられた独自の視点で尊敬を受けている。本誌も時々引用させていただくことがあるが、伝統的価値を重視する保守派で、価格問題でも基本的に大手出版社の立場を支持してきた。その彼が、ビッグファイブ(B5)に近い筋から話を聞いて、これまでの見方を変更せざるを得なくなったという。「この7年間で、一つの記事の主張をまるごと撤回するのは初めてである」と述べ、出版社がアマゾンにエージェンシー価格制を強い、それによって印刷本の売上を増やしたという2点が大いに疑わしくなったことを認めた。

彼に訂正を強いたのは、大手出版社に近い関係者からのエージェンシー価格制への怨嗟の声だ。「叶うことなら、すべてを6年前に戻したい」という有力な著者エージェントは、出版社が求めたはずの契約が悪夢となったことを伝えている。『6年前」というのは、2010年3月の「エージェンシー価格の導入」による「第一次価格戦争」より前を意味する。

この年から司法介入による2年あまりの中断をはさんで、2014-15年の新契約による委託制の復活までの6年間のアマゾンとの死闘がまったく無意味であったどころか、アマゾンをさらに優位に立たせる結果となった。最初はアマゾンに呑ませた委託制が、現在では（価格の如何を問わず）アマゾンに30%の手数料を保証した頸木のように重くのしかかっている。関係者によれば、B5のうち4社はエージェンシー価格が大失敗であったと考えている。E-Bookの売上の4分の1が失われ、紙に置換えられたが、それもアマゾンのシェアを増やしただけだった。2010年は戦略だったが、2015年には降伏を意味した、と言った人もいる。



アマゾンは知っていてハメたのか

エージェンシー価格への回帰をアマゾンは密かに期待していなかったはずはなく、出版社は罠にかかったのだという声も出始めているようだが、いずれにせよ世界の大出版社のエリートたちは、そのくらい見事にハマってしまったのだ。そして昨年からNYタイムズなどのメディアが、断片的なデータをつなぎ合わせて広げていた、E-Bookの凋落、印刷本の復活・書店の復活という呪文も、まったくのミスリードであったことも明らかになった。出版社の勝利が、より多くの利益を「敗者」にもたらしたことを、いずれ彼らは認めることになるだろうが、それでもこの敗者の狡猾さを非難することを止めないだろう。アマゾンは7年前の体制への復帰を許さなかったのだと。

客観的に見て、アマゾンが結果を知り得た可能性は高い。エージェンシー価格制は、アマゾンのコストなしにKDPの推奨価格ゾーン（310ドル）を大出版社にも受け容れさせるための檻にもなること、アマゾンは出版社をそこに誘導してきたことを、本誌も含めたデジタル派は予想していたが、B5は聴く耳を持たなかったのだ。価格戦争の意外な結末については、別途検討する予定だが、この5年戦争によって、自主出版が強力なビジネスモデルとして確立され、B5の覇権が失墜したことは、デジタル転換がまだ始まったばかりの日本や大陸欧州にも大きな意味を持つだろう。そして、身から出た錆とはいえ、B5にとって一方的な損失を意味する契約をいつまで続けるかということが問題になってきた。ボールはアマゾンの側にあり、彼らは好きなようにすることができる。◆ (鎌田、03/08/2016)
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アマゾンEcho関連の2製品投入

[image: images/Echo-Dot-e1457431226144.jpg]
アマゾンは3月3日、音声駆動サービス・インタフェースAlexa/Echoに関連する2つの新製品を発表した。ホームラジオのようなEchoに対して、予想通り軽量・モバイル仕様で、ポップなイメージを打ち出している。機能を分けているが、サービスについては「進化し続ける」と謳っており、夏から秋にかけて全体像が見えてくると思われる。

モバイル対応でよりアクティブになるAlexaデバイス

Echo Dot ($89.99)とAmazon Tap ($129.99)は、Echo ($179.99)の下に、50ドル間隔でTap、Dotと並べた形になるが、TapはAlexaに対応するBluetooth-Wi-Fiスピーカーでスマートフォンなどとの連携を想定、DotはEchoのサブセットでスピーカーは聞こえる程度、とそれぞれ機能が異なる。米国での発売は3月31日。アマゾンのPR動画によると、後者がEchoをコンパクトにした室内用小型ラジオだとすれば、前者はモバイルでアクティブな「ラジカセ」といったイメージを訴求している。

Echo Dotは、Echoからスピーカーを除いたもの。内蔵の小型スピーカーで応答することが出来るので、Echoと同様、ホームデバイスやサービスを利用するための中継器として寝室や台所などで使用することになるだろう。音楽品質の音を得るには、ステレオやレシーバーに繋ぐ必要がある。しかし自動連携は出来ない。サードパーティ製のオーディオ製品がAlexaサービスをサポートするようになれば、音楽やA-Book系のサービスをハイエンド・オーディオに連携させることも出来るだろう。

逆に Amazon Tapは、Alexa対応の円筒形Bluetoothスピーカー（重量470g、H159mm x 66mm）で、Wi-Fiでモバイルに接続することでクラウド・サービスのAlexaに接続する。つまりAlexaを使うためにはTapと通信可能なAlexaアプリをiOS、Androidデバイスにダウンロードして使う必要がある。ちなみに、Alexaアプリ（とくにiOS版）はこれまでのところあまり評判がよくないと言われている。Tapの目的は他社のモバイルデバイスのユーザーへのアクセスで、BluetoothスピーカーをブリッジにしてAlexaのサービスに誘引することが期待されていると思われる。◆ (鎌田、03/08/2016)


20世紀出版＝メディア帝国の没落(♥)
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米国連邦最高裁は3月7日、独禁法違反事件に関する被告アップルの上訴を却下する判決を下した。これで足かけ4年あまりの事件は、司法省(DoJ)側の完全勝訴で決着し、アップルは4億ドルあまりを消費者に払い戻す。1審からのストレート負けで、アップルを含む「エージェンシー談合の6社」は歴史に名を残すことになった。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

出版ビッグ・ファイブが背負う頸木



出版を事業の基盤とするアマゾンの深謀



出版界は世代交代を必要としている
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